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水酸アパタイトー天然高分子系複合材料のテラヘルツ分光とイメージング

TeFahetZ spectroscopy and imattag ofllydro時鱒 atite‐ natural polF■er composlte

研 究 領 域

1.生体材料に関する基礎・応用研究

2.生体工学に関する基礎。応用研究

3.生体機能分子に関する基礎・応用研究

α)化学,電気・機械・材料工学の生体応用研究
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特別契約教授 複合材料の設

計と機能性評価

生体医歯工学共同研究拠点内対

応教員
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静岡大学 電子工学研究所 佐々木 哲朗



研究成果

馬鈴薯デンプンより抽出されるリン酸化オリゴ糖カルシウム (POs‐Ca)は ,オ リゴ糖に含まれるリン酸
基に Ca2+が結合した構造を示している。POs‐Caを加水分解すると分子内のリン酸基と Ca2■によつて
オリゴ糖を含有した水酸アパタイ ト (sCalo(POD6(ODメ JHAp)が生成する。このょHApは動物実験
によつて骨再生を促す効果のあることが確認されているが,9HApの性質を引き出すには生成する相を
正確に把握し,それらのデータを基に POs‐Caの加水分解条件を制御する必要がある。本研究では,多
くの無機 。有機化合物が特徴的なパターンを示すテラヘルツ (THz;100GHz～ 10THz)スペクトルを

利用して,各種リン酸 (水素)カルシウムのデータを収集するとともに,それらのデータを基に POs‐Ca
の加水分解過程を検討した。CaO‐P205系化合物には Ca(POD2(C謂 比:0.5),Ca2P207(1.0),Ca3(POD2

(1.5)お よび Ca4eOれ0(2.0)が ,また CaO‐H20‐ P205系化合物には Ca(H2POか 2H20(Ca/P比 :

0.5),CaHP04・ 2H20(1.0)および HAp(1.67)が存在することから,それぞれの THzスペクトルを

収集した。一方,POs‐Caは 8ヂC付近から加水分解してHApを生成したが,140°Cまで昇温するとHAp
は消失し,代わつて CaHP04の生成が確認された。エネルギー分散型 X線微小分析 (EDX)に よつて
Ca/P比を調べたところ,その値は 8ヂCから 100°Cへと温度が上昇すると1.52か ら 1.62まで増大した
が,110°Cにおいて 1.51にまで低下した。THzスペクトルには,POs‐Caに起因するピークが 1.05～ 1.14

と 1.63～ 1.76THzに ,またHApに起因するピークが 2.85～ 2.92THzに現れたが,温度の上昇に伴つ
てピークはそれぞれシフトした。以上,THzスペクトルを用いることによつて,POs‐ Caの加水分解過
程で生成する無機 。有機化合物に関わる情報が得られることが分かつた。

使用した設備口資料・試料等

設備 :テラヘルツ分光装置,X線回折装置,フーリエ変換赤外分光
光度計,走査電子顕微鏡,エネルギー分散型 X線微小分析装置 ,
D弘…TG装置,マイクロCT装置,水熱装置
試料 :各種リン酸 (水素)カルシウム,POs‐ Ca

本研究成果に関連する論文発表状況

論文

1. Y Noh,■ UIneda,1l Musha and K.Itatani,Fab五 cation of llovel bone haemostasis sheet by
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講演

1.板谷清司,生体吸収性/骨再生に優れた水酸アパタイ トー天然多糖類系骨止血材料の開発 , 日本セラ
ミックス協会 2020年会特別講演,明治大学 (東京)2020.319.

次年度の共同研究継続の有無 有。③
拠点内対応教員とご相談の上ご記入ください。

継続の場合には次年度の研究計画をご記入願います。

次年度の研究計画 (継続の場合)


